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令和６年度 江東区立  小・中学校 学校関係者評価報告書 

校長名 近藤 啓太          
 

 学校関係者評価委員による評価のまとめ  

 
  

学校関係者評価項目 評価のまとめ 

１ 目標に向けて、幼児は育っている 3.57  ○Ａ  ・ Ｂ ・ Ｃ ・ Ｄ 

２ 目標に向けて、教職員は努力している 4     ○Ａ  ・ Ｂ ・ Ｃ ・ Ｄ 

３ 自己評価の達成度・評語は適切である 3.71 ○Ａ  ・ Ｂ ・ Ｃ ・ Ｄ 

４ 目標・指標は適切である 3.57 ○Ａ  ・ Ｂ ・ Ｃ ・ Ｄ 

５ 自己評価の分析・改善策は適切である 3.71 ○Ａ  ・ Ｂ ・ Ｃ ・ Ｄ 

６ 学校関係者評価のための資料は適切である 3.43 ○Ａ  ・ Ｂ ・ Ｃ ・ Ｄ 

７ 学校関係者評価のための説明は分かりやすい 3.57 ○Ａ  ・ Ｂ ・ Ｃ ・ Ｄ 

 
 

【評価のまとめ】項目ごとに、各委員がつけた点数の平均を計算する。 
  （Ａ：３．４以上 Ｂ：２．６以上３．４未満 Ｃ：１．８以上２．６未満 Ｄ：１．８未満） 
 

【協議内容】 

○通信制の高校進学が多いことは生徒の多様性に対応している。 

 →広域通信制の学校が増え、選択の幅が広がっている。不登校生徒の進学先にも。 

○外国籍の生徒は増えているのか。 

 →増えている。日本語が分からない生徒が入学してくる。 

○検定の取組は本校の特色と思うが、成果はいかがか。 

 →上がっている。漢検は全校で実施しているが、二級受検者も相当数いる。 

○コラボ授業はどの学校でも行っているのか。 

 →今年度の本校独自の取組。同じ教材を複数教科で取り扱っている場合があり、カリキュ

ラム・マネジメントとして。教科により教材の捉え方が違い、教材観が広がる。  

生徒の興味・関心も非常に高い。次年度も続けていく。 

○他校では面接練習を地域の人材活用で行っている。 

○地域まつりに中学生のブースも設けたい。 

○謎解きを生徒主体で取り組むことは嬉しい。専門家の助言も得られる。 

○生徒会交流会（区中研、青少年委員会の共催）に本校生徒も参加した。 

 →様々な御助言ありがとうございます。地域学校協働本部の活性化により中学生の活動の

場が増えました。地域の活動と重ならないように年間計画を立てるようにしています。 

○アンケートの回答を見ると、教師の取組が生徒側に成果としてつながっていない。 

 →何のために行っているのかが生徒に伝わっていない。生徒と保護者の回答がかい離して

いることがある。発信方法や調査方法の工夫が課題。 

【記入意見】 

○努力していることを聞き、大変さがわかった。 

○全教科コラボ授業を継続させ、生徒が愉しめる方向に導いてください。 

○資料の文字がもう少し大きいと見やすい。 
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